
松本市規則第２１号 

 松本市屋外広告物条例施行規則を次のように定める。 

  令和３年３月２２日 

松本市長 臥雲 義尚   

 

   松本市屋外広告物条例施行規則 

 

 松本市屋外広告物条例施行規則（平成２１年規則第３号）の全部を改正する。 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、松本市屋外広告物条例（令和３年条例第 号。以下「条例」とい

う。）の施行に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 （禁止区間等） 

第２条 条例第４条第３号の規定により市長が指定する区間は、別表第１のとおりとす

る。 

２ 条例第４条第４号の規定により市長が指定する区域は、別表第２のとおりとする。 

３ 条例第４条第６号の規定により市長が指定する区域は、別表第３のとおりとする。 

４ 条例第４条第７号の規定により市長が指定する区域は、別表第４のとおりとする。 

５ 条例第４条第８号の規定により市長が特に必要と認めて指定する地域又は場所は、

別表第５のとおりとする。 

 （禁止物件等） 

第３条 条例第５条の規則で定める基準は、別表第６のとおりとする。 

 （許可申請） 

第４条 条例第６条第１項及び第２項、第８条第３項並びに第１１条第１項の規定によ

る許可の申請は、松本市屋外広告物等表示（設置・改造）許可（更新）申請書（様式

第１号）に、次に掲げる書類等を添えて行わなければならない。ただし、当該許可の

申請が、はり紙、はり札、広告旗、広告幕、立看板その他軽易な広告物等に係るもの

である場合であって、市長が特に必要でないと認めるときは、その書類等の全部又は

一部を省略することができる。 

 ⑴ 表示し、又は設置しようとする場所の付近の見取図 

 ⑵ 表示し、又は設置しようとする場所及びその付近の写真 

 ⑶ 広告物等の位置を示す配置図 

 ⑷ 形状、寸法、材料、構造、意匠、照明、色彩その他表示の方法の仕様書及び図面

（はり紙及びはり札にあっては、現物又は見本） 

 ⑸ 松本市屋外広告物等安全点検報告書（様式第２号。表示面変更など既設の広告物

を流用する場合に限る。） 

 ⑹ その他市長が必要と認める書類 

 （許可地域等） 

第５条 条例第６条第１項第２号の規則で定める地域又は場所は、同項第１号で定める

区域を除いた市内の区域とする。 



 （許可の基準） 

第６条 条例第６条第２項の規定により市長の許可を受けなければならない広告物又は

掲出物件の基準は、別表第７のとおりとする。 

 （特別規制地区の許可の基準） 

第７条 条例第７条第２項に規定する規則で定める基準は、別表第８のとおりとする。 

 （適用除外） 

第８条 条例第８条第１項第５号の規則で定める基準は、表示面積が１平方メートル以

下で、地上からの高さが２メートル以下のものとする。 

２ 条例第８条第２項第１号の規則で定める要件は、工事名、施主、工事内容等管理上

必要な事項が記載されたもの又は工事現場のイメージアップとなるものとする。 

３ 条例第８条第２項第２号の規則で定める要件は、別表第９のとおりとする。 

４ 条例第８条第２項第３号の営利を目的としない活動のために表示するものは、次に

掲げるものとする。 

 ⑴ 交通安全の啓発につながるもの 

 ⑵ 町会等の会合の案内等 

 ⑶ 報道機関が設置する時事速報等 

 ⑷ 政治、宗教、思想及び信条等公益に関する宣伝告知 

５ 条例第８条第３項第１号の規則で定める基準は、１地点又は１施設への案内図等の

設置箇所が２か所以内で、次に掲げるものとする。 

 ⑴ 名称、方向、距離等案内上の必要事項を表示したもの 

 ⑵ 表示面積が１面２．５平方メートルかつ合計５平方メートル以下で、地上からの

高さが５メートル以下のもの 

６ 条例第８条第３項第２号の規則で定める基準は、次の各号に掲げる地域について、

当該各号に定めるものとする。 

 ⑴ 条例第４条第１号に規定する地域 次に掲げる基準を全て満たすもの 

ア 巻付広告で、避難案内等公益上必要な案内等を表示したもの 

イ 広告部分の表示面積が１面０．１平方メートル以下のもの 

ウ 同一の広告部分を連続して設置しないもの 

 ⑵ 条例第４条第４号、第６号及び第７号に規定する地域 巻付広告で、地表から 

１．２メートル以上３．２メートル以下の範囲以内に表示し、又は設置するもの 

 （禁止広告物等） 

第９条 条例第９条第６号の規則で定める基準は、別表第１０のとおりとする。 

２ 条例第９条第９号の規定による規則で定める広告物等は、松本市景観計画で定める

地域区分ごとの建築物の高さ制限値を超える位置に設置する広告物等（アドバルーン

及び壁面上部切り文字（ビル名称等）広告物（１０平方メートル以下のもので、別表

第１１に定める彩度等の基準を満たすものに限る。）を除く。）とする。 

 （許可の期間） 

第１０条 条例第１０条第２項の規則で定める期間は、別表第１２のとおりとする。 

 （変更申請） 



第１１条 条例第１１条第１項の規定による規則で定める変更又は改造は、次に掲げる

とおりとする。 

 ⑴ 既設の広告物等の形状、色彩、意匠若しくは表示内容の変更を伴わない修繕、補

強又は塗装をするもの 

 ⑵ 前号に掲げるもののほか、市長が軽微な変更又は改造であると認めるもの 

 （許可証） 

第１２条 条例第１２条第１項の許可証は、屋外広告物許可証（様式第３号）によるも

のとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、はり紙、はり札等の広告物等については、屋外広告物許

可済印（様式第４号。以下「許可済印」という。）によるものとする。ただし、許可

済印によることが困難であると認められるものについては、市長が別に指定する記号

をもってこれに代えることができる。 

 （管理者不要等の広告物等） 

第１３条 条例第１４条第１項及び第１６条第１項の規則で定める広告物等は、次に掲

げる広告物とする。 

 ⑴ はり紙、はり札、広告旗、広告幕、立看板及びアドバルーン 

 ⑵ 壁面等に直接塗装又は貼付されたもの 

 （特定屋外広告物安全管理者） 

第１４条 条例第１４条第２項の規則で定める基準は、地上からの高さが４メートルを

超える位置に表示し、又は設置するもの（条例第８条第３項第２号の規定により、市

長の許可を受けた広告物等を除く。）とする。 

２ 条例第１４条第２項の規定により置かなければならない特定屋外広告物安全管理者

は、次のいずれかの資格を有する者とする。 

 ⑴ 屋外広告物法（昭和２４年法律第１８９号）第１０条第２項第３号イに規定する

試験に合格した者 

 ⑵ 建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２条第１項に規定する一級建築士又は

二級建築士の資格を有する者 

 ⑶ 電気工事士法（昭和３５年法律第１３９号）第２条第４項に規定する電気工事士

の資格を有する者 

 ⑷ 電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）第４４条第１項第１号に規定する第一

種電気主任技術者免状、同項第２号に規定する第二種電気主任技術者免状又は同項

第３号に規定する第三種電気主任技術者免状の交付を受けている者 

 ⑸ 職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）の規定に基づく広告美術に係る

職業訓練指導員免許所持者、技能検定合格者又は職業訓練修了者 

 ⑹ 前各号に掲げる者と同等の知識を有すると市長が認める者 

 （管理者の届出） 

第１５条 条例第１５条第１項に規定する管理者を置いたときは、松本市屋外広告物管

理者等選任（解任・変更）届（様式第５号）を市長に提出しなければならない。また、

同条第２項及び第４項に規定する広告物等を表示し、若しくは設置する者又はこれら



を管理する者の変更があったときも同様とする。 

 （広告物等の滅失又は除却） 

第１６条 条例第１５条第３項及び第１７条第２項の規定による広告物等が滅失又は除

却したときの届出は、松本市屋外広告物等廃止届（様式第６号）によるものとする。 

 （広告物等の点検） 

第１７条 条例第１６条第１項の規定による点検は、松本市屋外広告物等安全点検報告

書（様式第２号）に規定する点検内容について、広告物等の設置後３年以内ごとに行

うものとする。 

２ 条例第１０条第３項の規定による許可の更新又は第１１条第１項の規定による許可

の申請を行う広告物等に係る点検は、当該申請の日以前３０日以内に行わなければな

らない。 

３ 前２項の点検の結果の記録は、次の点検を実施するまで又は当該広告物等の除却を

するまでの間、保管しなければならない。 

 （広告物等の売却） 

第１８条 条例第２４条の規定による広告物等の売却は、一般競争入札又は指名競争入

札（以下「競争入札」という。）に付して行わなければならない。ただし、競争入札

に付しても入札者がない広告物等その他競争入札に付することが適当でないと認めら

れる広告物等については、随意契約により行うことができる。 

 （身分証明書） 

第１９条 条例第２７条第３項及び第４５条第３項の証明書は、身分証明書（様式第７

号）によるものとする。 

 （登録の申請） 

第２０条 条例第３１条第１項の登録申請書は、屋外広告業登録申請書（様式第８号）

によるものとする。 

２ 条例第３１条第２項の規則で定める書類は、次に掲げるものとする。 

 ⑴ 屋外広告業の登録を受けようとする者（以下「登録申請者」という。）が法人で

ある場合においてはその役員、営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成年者

である場合においてはその法定代理人（法定代理人が法人である場合においては、

その役員を含む。）が条例第３３条第１項各号のいずれにも該当しないものである

ことを誓約する書面（様式第９号） 

 ⑵ 登録申請者が選任した業務主任者が条例第３９条第１項に規定する要件を備えた

者であることを証する書面 

 ⑶ 登録申請者（法人である場合においてはその役員、営業に関し成年者と同一の能

力を有しない未成年者である場合においてはその法定代理人（法定代理人が法人で

ある場合においてはその役員）を含む。）の略歴を記載した書面（様式第１０号） 

 ⑷ 登録申請者が法人である場合又は登録申請者が営業に関し成年者と同一の能力を

有しない未成年者であってその法定代理人が法人である場合においては、登記事項

証明書 

 ⑸ 登録申請者が個人である場合又は登録申請者が営業に関し成年者と同一の能力を



有しない未成年者でその法定代理人が個人である場合においては、住民票の抄本又

はこれに代わる書面 

 ⑹ 登録申請者が法人である場合又は登録申請者が営業に関し成年者と同一の能力を

有しない未成年者でその法定代理人が法人である場合においては、その役員（当該

役員が営業に関し成年者と同一の能力を有しない未成年者である場合においては、

当該役員及びその法定代理人（法定代理人が法人である場合においては、その役

員））の住民票の抄本又はこれに代わる書面 

 ⑺ 登録申請者が選任した業務主任者の住民票の抄本又はこれに代わる書面 

 （変更の届出） 

第２１条 条例第３４条第１項の規定による届出は、屋外広告業登録事項変更届（様式

第１１号）に、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める書面を添付しなけれ

ばならない。 

 ⑴ 条例第３１条第１項第１号に掲げる事項の変更（変更の届出をした者が法人であ

る場合に限る。） 登記事項証明書及び前条第１号の書類 

 ⑵ 条例第３１条第１項第２号に掲げる事項の変更（商業登記の変更を必要とする場

合に限る。） 登記事項証明書 

 ⑶ 条例第３１条第１項第３号に掲げる事項の変更 登記事項証明書並びに前条第１

号、第３号及び第６号の書面 

 ⑷ 条例第３１条第１項第４号に掲げる事項の変更 前条第１号、第３号及び第６号

の書面 

 ⑸ 条例第３１条第１項第５号に掲げる事項の変更 前条第２号及び第７号の書面 

 （廃業の届出） 

第２２条 条例第３６条第１項の規定による届出及び条例第４６条第３項の規定による

廃止の届出は、屋外広告業廃業（廃止）届（様式第１２号）により行わなければなら

ない。 

 （講習会） 

第２３条 条例第３８条の講習会（以下「講習会」という。）は、次に掲げる事項につ

いて行うものとする。 

 ⑴ 屋外広告物の法令に関する事項 

 ⑵ 屋外広告物の表示の方法に関する事項 

 ⑶ 屋外広告物の施工に関する事項 

２ 市長は、講習会を開催しようとするときは、あらかじめ開催日時、場所その他講習

会の実施に関し必要な事項を公示するものとする。 

 （講習会修了証書） 

第２４条 市長は、講習会の課程を修了した者に対し、講習会修了証書を交付するもの

とする。 

 （講習会の一部免除） 

第２５条 市長は、次に掲げる者が、講習会を受けようとするときは、第２３条第１項

第３号に規定する事項の受講を免除するものとする。 



 ⑴ 建築士法第２条第１項に規定する一級建築士又は二級建築士の資格を有する者 

 ⑵ 電気工事士法第２条第４項に規定する電気工事士の資格を有する者 

 ⑶ 電気事業法第４４条第１項第１号に規定する第一種電気主任技術者免状、同項第

２号に規定する第二種電気主任技術者免状又は同項第３号に規定する第三種電気主

任技術者免状の交付を受けている者 

 ⑷ 職業能力開発促進法の規定に基づく帆布製品製造に係る職業訓練指導員免許所持

者、技能検定合格者又は職業訓練修了者 

２ 前項の規定による一部免除を受けようとする者は、同項各号のいずれかに該当する

者であることを証する書類の写しを添えて申し出なければならない。 

 （講習会修了者の認定） 

第２６条 条例第３９条第１項第５号の規定による認定は、次に掲げる要件を満たす者

について行うものとする。 

 ⑴ 広告物等の表示又は設置の責任者として５年以上の実務経験を有すること。 

 ⑵ 次項の規定による申請の日前５年以内に屋外広告物に関する法令に違反していな

いこと。 

２ 前項の認定を受けようとする者（以下「認定申請者」という。）は、同項第１号に

掲げる要件を満たすことを証する雇用者の証明書を添えて申請しなければならない。 

３ 市長は、第１項の規定に基づく認定をしたときは、認定申請者に認定書を交付する

ものとする。 

 （帳簿の記載事項） 

第２７条 条例第４１条の規則で定める事項は、次に掲げるものとする。 

 ⑴ 注文者の氏名又は名称及び住所 

 ⑵ 広告物等の種類及び数量 

 ⑶ 広告物等を表示し、又は設置した場所 

 ⑷ 表示又は設置の年月日 

 ⑸ 契約金額 

２ 前項各号に掲げる事項が電子計算機に備えられたファイル又は磁気ディスク、  

シー・ディー・ロムその他これらに準ずる一定の事項を確実に記録しておくことがで

きる物（以下「磁気ディスク等」という。）に記録され、必要に応じ当該営業所にお

いて電子計算機その他の機器を用いて紙面に表示されるときは、当該記録をもって条

例第４１条に規定する帳簿への記載に代えることができる。 

３ 前項の帳簿（同項の規定による記録が行われた同項のファイル又は磁気ディスク等

を含む。次項において同じ。）は、広告物等の表示又は設置に係る契約ごとに作成し

なければならない。 

４ 屋外広告業者は、第２項の帳簿を各事業年度の末日をもって閉鎖するものとし、閉

鎖後５年間保存しなければならない。 

 （屋外広告業届出書） 

第２８条 条例第４６条第３項前段の規定による届出は、屋外広告業届出書（様式第 

１３号）に、次に掲げる書類を添えてしなければならない。 

 ⑴ 屋外広告物条例（平成５年長野県条例第２３号）第１９条の規定による知事の登



録を受けたことを証する書類の写し 

 ⑵ その他市長が必要と認めるもの 

２ 条例第４６条第３項の規定による変更の届出は、屋外広告業届出事項変更届出書

（様式第１４号）に、次に掲げる書類を添えてしなければならない。 

 ⑴ 変更に係る事項を証する書類 

 ⑵ その他市長が必要と認めるもの 

 （補則） 

第２９条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

 

   附 則 

 （施行期日）  

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則による改正後の松本市屋外広告物条例施行規則（以下「新規則」という。）

の規定は、この規則の施行の日（以下「施行日」という。）以後に行う許可申請から

適用し、施行日前に行った許可申請については、なお従前の例による。 

３ この規則による改正前の松本市屋外広告物条例施行規則の規定による様式は、当分

の間、新規則の規定による様式とみなす。 

別表第１（第２条関係） 

 屋外広告物禁止区間 

種類及び名称 区間 

高速自動車国道中央自動車道長野線・中部縦貫自動車

道松本波田道路 

松本市域内 

東日本旅客鉄道篠ノ井線・東日本旅客鉄道大糸線・ア

ルピコ交通上高地線 

松本市域内 

別表第２（第２条関係） 

 屋外広告物禁止区域（道路等から展望することができる範囲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続する道路等 範囲 

種類及び名称 区間 

高速自動車国道中央自動車

道長野線・中部縦貫自動車

道松本波田道路 

松本市域内 両側各５００ｍ以内 

一般国道１９号 市街化調整区域内 安曇野市に向かって左側

５００ｍ以内及び右側 

２００ｍ以内 

一般国道１５８号 沢渡橋（松本市安曇４１４４

番４先）から狸平２号橋

（松本市安曇１２０８番１

先）まで 

両側各１，０００ｍ以

内。ただし、次に掲げる

地域を除く。 

１ 松本市安曇３２８０

番３先から松本市安曇

２，３３８番２先まで

の区間の両側各３０ｍ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

別表第３（第２条関係） 

 屋外広告物禁止区域（河川及び湖沼等） 

接続する河川等 範囲 

種類及び名称 区間 

奈良井川・梓川・田川・薄

川・女鳥羽川・奈川・会田

川・牛伏川 

松本市域内 河川域両側各３０ｍ以

内の河川堤防及び堤防

上の道路から展望する

ことができる範囲 

別表第４（第２条関係） 

 屋外広告物禁止区域（交差点等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２３３８番２先までの

区間の両側各３０ｍ以

内の地域 

２ 沢渡橋（松本市安曇

４１４４番４先）から

沢渡大橋（松本市安曇

４１５９番８先）まで

の区間の両側各５０ｍ

以内の地域 

一般国道１４７号高家バイ

パス 

平瀬橋（松本市大字島内 

８０７８番１先）からアル

プス大橋（松本市大字島内

９８６６番５先）まで 

両側各５００ｍ以内 

主要地方道松本空港塩尻北

インター線 

起点から松本市と塩尻市と

の境界まで 

両側各５００ｍ以内 

篠ノ井線 市道５５１０号線との交差

点から松本市と塩尻市との

境界まで 

南松本駅に向かって左側

５００ｍ以内 

 

交差点 範囲 

一般国道１９号と一般国道２５４号及び一般国道１４７

号高家バイパス（平瀬口信号、松本市大字島内８０７０

番２先） 

停止線内及び停止線か

ら１０ｍまでの道路両

側１０ｍ以内 

一般国道１９号と一般国道１４７号及び県道平田新橋線

（新橋信号、松本市新橋２２３３番１２先） 

一般国道１９号と県道倭北松本停車場線（白板信号、松

本市白板１丁目３０８番５０先） 

一般国道１９号と一般国道１５８号及び一般国道１４３

号（渚１丁目信号、松本市渚２丁目１７４番１３先） 

一般国道１９号と県道兎川寺鎌田線及び松本市道５５０

１号線（鎌田信号、松本市鎌田２丁目４，９３２番１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般国道１９号と一般国道１５８号及び一般国道１４３

号（渚１丁目信号、松本市渚２丁目１７４番１３先） 

 

一般国道１９号と県道兎川寺鎌田線及び市道５５０１号線

（鎌田信号、松本市鎌田２丁目４９３２番１先） 

一般国道１９号と市道５５０６号線（南松本信号、松本

市双葉２９３８番１先） 

一般国道１９号と県道平田新橋線（平田信号、松本市平

田東３丁目８６６番イ先） 

一般国道１９号と主要地方道松本環状高家線及び市道 

５５１３号線（村井下町北信号、松本市村井町南１丁目

６８３番１先） 

一般国道１９号と県道町村白川村井停車場線及び主要地

方道松本環状高家線（村井信号、松本市村井町南４丁目

１０９０番１先） 

一般国道１４３号と県道浅間河添線及び市道１２２３号

線（美須々信号、松本市美須々７５３番３先） 

一般国道１４３号と主要地方道松本和田線及び市道  

１５３０号線（城東２丁目信号、松本市城東１丁目  

１２０６番１０先） 

一般国道１４３号と主要地方道松本塩尻線（市民芸術館

西信号、松本市深志３丁目１２０１番１先） 

一般国道１４３号と県道平田新橋線及び市道２０２４号

線（深志２丁目信号、松本市深志２丁目１１０３番先） 

一般国道１４３号及び県道平田新橋線と市道２８０５号

線（中央１丁目信号、松本市中央１丁目１０２番６先） 

一般国道１５８号と県道新田松本線、市道７５０５号線

及び市道８１６２号線（町区東信号、松本市大字島立 

２６００番先） 

一般国道１５８号と主要地方道松本環状高家線（新村信

号、松本市大字新村５２７番１先） 

一般国道１５８号と県道北大妻豊科線（三溝新田信号、

松本市波田９９４４番３先） 

一般国道１５８号と県道上竹田波田線、市道波田２級１

号線（松本市波田９９７１番２先） 

一般国道１５８号と主要地方道鍋割穂高線（松本市波田

１００９４番先） 

一般国道１５８号と主要地方道鍋割穂高線（波田小学校

前信号、松本市波田１０，１４４番１先） 

一般国道１５８号と県道波田北大妻豊科線（松本市波田

２，８８４番４先） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般国道１５８号と主要地方道鍋割穂高線（波田小学校

前信号、松本市波田１０１４４番１先） 

 

一般国道１５８号と県道波田北大妻豊科線（松本市波田

２８８４番４先） 

一般国道２５４号と県道惣社岡田線（洞信号、松本市大

字稲倉５番先） 

主要地方道松本環状高家線と県道新田松本線（南和田信

号、松本市大字和田４３１６番２先） 

主要地方道松本環状高家線と県道土合松本線（南荒井西

信号、松本市大字神林５７２９番１先） 

主要地方道松本環状高家線と市道６０６１号線（南荒井

中信号、松本市大字神林２７５７番１先） 

主要地方道松本環状高家線と県道松本空港線（町神信

号、松本市大字神林２７０６番４先） 

主要地方道松本環状高家線と県道松本空港線（菅野信

号、松本市大字笹賀４３４４番１先） 

主要地方道松本空港塩尻北インター線と県道松本平広域

公園線（空港入口信号、松本市大字空港東８９４２番２

先） 

主要地方道松本空港塩尻北インター線と県道松本空港線

（空港東信号、松本市大字空港東８９６０番３３先） 

主要地方道塩尻鍋割穂高線、市道６５６９号線と県道松

本平広域公園線、市道６０５５号線（今井東信号、松本

市大字笹賀２０９番２先） 

主要地方道塩尻鍋割穂高線と市道６０１２号線（今村橋

西信号、松本市大字笹賀１８５番２先） 

県道町村白川村井停車場線と県道新茶屋塩尻線（田川橋

信号、松本市寿南１丁目１３４７番３４先） 

県道町村白川村井停車場線と県道新茶屋塩尻線及び市道

４５６３号線（寿小池信号、松本市大字寿小赤１７７番

４先） 

県道町村白川村井停車場線と県道寺村南松本停車場線及

び市道４５６３号線（内田信号、松本市大字内田２１８１

番ロ先） 

県道町村白川村井停車場線と県道寺村南松本停車場線 

及び市道４５５０号線（白川信号、松本市大字寿豊丘 

５５９番４先） 

県道町村白川村井停車場線と松本市道３０１７号線（松

本市大字寿白瀬渕２，１２７番１０先） 

主要地方道松本塩尻線と県道町村白川村井停車場線、松



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５９番４先）  

県道町村白川村井停車場線と市道３０１７号線（松本市

大字寿白瀬渕２１２７番１０先） 

主要地方道松本塩尻線と県道町村白川村井停車場線、市

道３１１５号線及び市道３５９８号線（中山小学校南信

号、松本市大字中山３７０８番１先） 

県道寺村南松本停車場線と県道新茶屋塩尻線（竹渕信

号、松本市寿北７丁目６８１番８先） 

県道平田新橋線と市道５７０３号線及び市道５５０５号

線（出川町信号、松本市出川町１６６８番１先） 

県道平田新橋線と県道兎川寺鎌田線（庄内町信号、松本

市庄内３丁目３６６０番７先） 

県道平田新橋線と県道兎川寺鎌田線及び市道２５２５号

線（松本市本庄１丁目１０４４番先） 

市道３０１７号線と県道兎川寺鎌田線（筑摩西信号、松

本市筑摩１丁目３２７６番１先） 

市道３０１７号線と市道３５４６号線（並柳信号、松本

市並柳１丁目４６６番１２先） 

主要地方道松本塩尻線と県道兎川寺鎌田線（筑摩信号、

松本市筑摩３丁目２７７７番３先） 

主要地方道松本和田線と県道兎川寺鎌田線（兎川寺信

号、松本市大字里山辺２９３２番３先） 

主要地方道松本和田線と県道惣社岡田線（惣社信号、松

本市大字惣社５３４番ロ先） 

県道惣社岡田線と県道浅間河添線（中浅間信号、松本市

浅間温泉１丁目８８番１先） 

県道惣社岡田線と市道２３２９号線（原橋信号、松本市

大字原６９番３先） 

主要地方道松本環状高家線と県道大野田梓橋停車場線及

び市道梓川４４８号線（倭信号、松本市梓川倭５７８番

８先） 

主要地方道松本環状高家線と県道倭北松本停車場線及び

市道梓川１級７号線（氷室西信号、松本市梓川倭２６５３

番２先） 

県道大野田梓橋停車場線と県道波田北大妻豊科線及び市

道梓川１級１０号線（梓川小学校前信号、松本市梓川梓

１，２４６番１先） 

県道大野田梓橋停車場線と主要地方道塩尻鍋割穂高線及

び松本市道梓川２級９号線（立田上手信号、松本市梓川

梓２，４４６番３先） 



 

 

 

 

 

 

別表第５（第２条関係） 

 屋外広告物禁止地域等（市長が指定する地域又は場所） 

接続する道路等 
範囲 

種類及び名称 区間 

県道波田北大妻豊科線 松本市域内 道路両側各梓川堤防道

路までの範囲及び市街

化区域又は一般国道 

１５８号沿い２５ｍま

での範囲 

別表第６（第３条関係） 

 屋外広告物表示等禁止物件の例外に関する基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２４６番１先）  

県道大野田梓橋停車場線と主要地方道塩尻鍋割穂高線及

び市道梓川２級９号線（立田上手信号、松本市梓川梓 

２４４６番３先） 

中部縦貫自動車道松本波田道路と県道波田北大妻豊科線

（松本市波田６４２番１先） 

 

物件 広告物の種類 基準 

電柱及び街

路灯柱 

巻付広告 地表から１．２ｍ以上３．２ｍ以下の範囲内に表

示し、又は設置するもの 

袖看板 次のいずれかに該当するもの 

１ 電柱又は街路灯柱１本について１個 

２ 縦１．２ｍ又は電柱若しくは街路灯柱からの

出幅０．６ｍ以下 

３ 歩道（道路交通法（昭和３５年法律第１０５

号）第２条第１項第２号に規定する歩道をい

う。以下同じ。）と車道（同項第３号に規定す

る車道をいう。以下同じ。）の区分のある道路

にあっては、下端の高さ２．５ｍ以上のもの又

は車道に突き出ないもの 

４ 歩道と車道の区分のない道路にあっては、下

端の高さ４．７ｍ以上のもの 

バナー広告 次のいずれかに該当するもの 

１ 電柱又は街路灯柱１本について２個以内 

２ 縦１．８ｍ又は電柱若しくは街路灯柱からの

出幅０．６ｍ以下 

３ 歩道（道路交通法（昭和３５年法律第１０５

号）第２条第１項第２号に規定する歩道をい

う。以下同じ。）と車道（同法同項第３号に規

定する車道をいう。以下同じ。）の区分のある



 

 

 

 

 

別表第７（第６条関係） 

 １ 第１種許可地域許可基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ 歩道と車道の区分のある道路にあっては、下

端の高さ２．５ｍ以上のもの又は車道に突き出

ないもの 

４ 歩道と車道の区分のない道路にあっては、下

端の高さ４．７ｍ以上のもの 

 

地域区分 

第２種中高層住居専用地域・第１種住居地域(国道・県道沿い両側３０ｍ（一

般国道１５８号松本市波田１４７３番先から松本市波田１００９５番３先まで

の道路沿いを除き、一般国道１５８号松本市波田１００９５番３先から松本市

波田１０１３６番６先までの道路沿いは両側２５ｍ）を除く。)・市街化調整

区域（一般国道１５８号沿い及び主要地方道松本環状高家線倭橋北交差点から

市道梓川３１１号線松本市境までの道路沿い両側３０ｍ（一般国道１５８号松

本市波田１０１３６番６先から松本市波田３１８９番４先までの道路沿いは両

側２５ｍ）を除く。）・都市計画区域外 

項目 許可基準 

一敷地総量 ４５㎡以下 

袖看板 

高さ 壁面を超えない高さ 

面積 １面５㎡以下かつ合計１０㎡以下 

出幅 １．２ｍ以下 

壁面広告物 

一壁面総量 １０㎡以下 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、高さは５ｍ以下かつ

２階窓下、面積は１０㎡以下 

壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ面積は

１０㎡以下（商標、ロゴ、施設名称に準じ

るものに限る。） 

地上広告物 

高さ 
路面から３ｍ以下かつ設置地盤面から５ｍ

以下（自己用は７ｍ以下） 

面積 

一面２．５㎡以下かつ合計５㎡以下（自己

用は一面７．５㎡以下かつ合計１５㎡以

下） 

照明 照明の無いもの（自己用は可） 

照明 動光・点滅を伴わないもの 

 



 ２ 第２種許可地域許可基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域区分 

第１種住居地域（国道・県道沿い両側３０ｍ（一般国道１５８号松本市波田 

１４７３番先から松本市波田１００９５番３先までの道路沿いを除き、一般国

道１５８号松本市波田１００９５番３先から松本市波田１０１３６番６先まで

の道路沿いは両側２５ｍ））・第２種住居地域・準住居地域・準工業地域・工

業地域・工業専用地域・近隣商業地域・商業地域（浅間温泉・美ケ原温泉・横

田温泉）・市街化調整区域・都市計画区域（倭工業団地地区計画）・都市計画

区域外（一般国道１５８号沿い（一般国道１５８号松本市波田３１８９番４先

から都市計画区域までの道路沿いを除く。）及び主要地方道松本環状高家線倭

橋北交差点から市道梓川３１１号線松本市境までの道路沿い両側３０ｍ（一般

国道１５８号松本市波田１０１３６番６先から松本市波田３１８９番４先まで

の道路沿いは両側２５ｍ）） 

項目 許可基準 

一敷地総量 ２２０㎡以下 

屋上広告物 

高さ 壁面有効高さ１／４以下かつ５ｍ以下 

面積・比率 
１面２５㎡以下かつ全面で５０㎡以下、比

率１：１以上（横長） 

表示方法 屋根へ直書しないもの 

その他 壁面から横にはみ出さないもの 

袖看板 

高さ 壁面を超えない高さ 

面積 １面１０㎡以下かつ合計２０㎡以下 

出幅 １．２ｍ以下 

壁面広告物 

一壁面総量 壁面面積の１／４以下かつ３０㎡以下 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、高さは１０ｍ以下か

つ３階窓下以下、面積は壁面面積の１／４

以下かつ３０㎡以下 

壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ面積は

１０㎡以下（商標、ロゴ、施設名称に準じ

るものに限る。） 

地上広告物 

高さ ５ｍ以下（自己用は１０ｍ以下） 

面積 

一面７．５㎡以下かつ合計１５㎡以下（自

己用は一面１５㎡以下かつ合計３０㎡以

下） 

照明 動光、点滅を伴わない照明（自己用は可） 

照明 
動光・点滅を伴う広告物の表示面積は実際の面積の２倍面積とし

て取り扱う。 

 



 

 

 

 ３ 第３種許可地域許可基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ４ 第４種許可地域許可基準 

 

 

 

 照明 動光、点滅を伴わない照明（自己用は可） 

照明 
動光・点滅を伴う広告物の表示面積は、実際の面積の２倍として

取り扱う。 

 

地域区分 

一般国道１９号沿い両側３０ｍ 

項目 許可基準 

一敷地総量 ２４０㎡以下 

屋上広告物 

高さ 壁面有効高さ１／４以下かつ７ｍ以下 

面積・比率 
１面５０㎡以下かつ全面で１００㎡以下、

比率１：１以上（横長） 

表示方法 屋根へ直書しないもの 

その他 壁面から横にはみ出さないもの 

袖看板 

高さ 壁面を超えない高さ 

面積 １面１０㎡以下かつ合計２０㎡以下 

出幅 １．２ｍ以下 

壁面広告物 

一壁面総量 壁面面積の１／４以下かつ５０㎡以下 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、高さは１０ｍ以下か

つ３階窓下以下、面積は壁面面積の１／４

以下かつ５０㎡以下 

壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ面積は

１０㎡以下（商標、ロゴ、施設名称に準じ

るものに限る。） 

地上広告物 

高さ ７ｍ以下（自己用は１３ｍ以下） 

面積 

一面７．５㎡以下かつ合計１５㎡以下（自

己用は一面１５㎡以下かつ合計３０㎡以

下） 

照明 動光、点滅を伴わない照明（自己用は可） 

照明 
動光・点滅を伴う広告物の表示面積は、実際の面積の２倍として

取り扱う。 

 

地域区分 

商業地域（浅間温泉・美ケ原温泉・横田温泉・松本駅前東口広場及びこれに接

続する２０ｍ以内を除く。） 

項目 許可基準 

一敷地総量 ２４０㎡以下 

高さ 壁面有効高さ１／４以下かつ７ｍ以下 

１面５０㎡以下かつ全面で１００㎡以下、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 第５種許可地域許可基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 許可基準 

一敷地総量 ２４０㎡以下 

屋上広告物 

高さ 壁面有効高さ１／４以下かつ７ｍ以下 

面積・比率 
１面５０㎡以下かつ全面で１００㎡以下、

比率１：１以上（横長） 

表示方法 屋根へ直書しないもの 

その他 壁面から横にはみ出さないもの 

袖看板 

高さ 壁面を超えない高さ 

面積 １面１０㎡以下かつ合計２０㎡以下 

出幅 １．２ｍ以下 

壁面広告物 

一壁面総量 壁面面積の１／４以下かつ５０㎡以下 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、高さは１０ｍ以下か

つ３階窓下以下、面積は壁面面積の１／４

以下かつ５０㎡以下 

壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ面積は

１０㎡以下（商標、ロゴ、施設名称に準じ

るものに限る。） 

地上広告物 

高さ ７ｍ以下（自己用は１０ｍ以下） 

面積 一面７．５㎡以下かつ合計１５㎡以下 

照明 動光、点滅を伴わない照明（自己用は可） 

照明 
動光・点滅を伴う広告物の表示面積は、実際の面積の２倍として

取り扱う。 

 

地域区分 

商業地域（松本駅お城口広場及びこれに接続する２０ｍ以内） 

項目 許可基準 

一敷地総量 ２４０㎡以下 

屋上広告物 

高さ 壁面有効高さ６／１０以下かつ１３ｍ以下 

面積 合計２００㎡以下 

その他 壁面から横にはみ出さないもの 

袖看板 

高さ 壁面を超えない高さ 

面積 １面１０㎡以下かつ合計２０㎡以下 

出幅 １．２ｍ以下 

壁面広告物 

一壁面総量 壁面面積の１／４以下 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、壁面面積の１／４以

下 

壁面上部

切り文字
高さ・面

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ面積は



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

６ 全許可地域共通の基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第８（第７条関係） 

 １ お城地区屋外広告物特別規制地区 

  ⑴ 屋外広告物特別規制地区の区域（以下「指定区域」という。） 松本市景観計

画で規定したお城地区（松本城周辺重点地区） 

  ⑵ 屋外広告物特別規制地区の許可基準 次に掲げる基準に適合する広告物等であ

ること。 

 

 

 

広告種類 設置基準 

アドバルーン 幅１．５ｍ以下かつ縦１３ｍ以下 

地上からの高さ 気球上端まで４０ｍ以下 

広告旗 大きさ 幅０．６ｍ以下かつ縦１．８ｍ以下 

地上からの高さ 上端まで３ｍ以下 

はり紙、はり札等広告 表示面積１㎡以下 

同一のものを２枚以上続けて貼り付けること

は禁止 

立看板 表示面積片面１㎡以下かつ合計２㎡以下 

地上からの高さ 上端まで２ｍ以下 

広告幕 表示面積３０㎡以下 

都市計画法（昭和４３年法律第 

１００号）第１２条の５に規定

する地区計画の地区内の広告物

等 

当該地区が属する禁止地域の基準及び許可地

域の許可基準のほか、地区計画で規定する広

告物等の基準 

 

壁面広告物 

 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、壁面面積の１／４以

下 

壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ面積は

１０㎡以下（商標、ロゴ、施設名称に準じ

るものに限る。） 

地上広告物 
高さ ７ｍ以下（自己用は１０ｍ以下） 

面積 一面７．５㎡以下かつ合計１５㎡以下 

照明 
動光・点滅を伴う広告物の表示面積は、実際の面積の２倍として

取り扱う。 

 

区分 基準 

屋上広告物 許可対象外 

地色の彩度 別表第１０の禁止地域等及び第１種許可地域と同基準 

上記以外 当該区域が属する禁止地域の基準及び許可地域の許可基準 

 



 

２ お城南地区屋外広告物特別規制地区 

  ⑴ 指定区域 松本市景観計画で規定したお城南地区（中町・高砂通り周辺重点地

区） 

  ⑵ 屋外広告物特別規制地区の許可基準 次に掲げる基準に適合する広告物等であ

ること。 

区分 基準 

屋上広告物 許可対象外 

地色の彩度 別表第１０の禁止地域等及び第１種許可地域と同基準 

上記以外 当該区域が属する禁止地域等の基準及び許可地域の許可基準 

３ 安曇地区屋外広告物特別規制地区 

  ⑴ 指定区域 安曇地区 

  ⑵ 屋外広告物特別規制地区の許可基準 次に掲げる基準に適合する広告物等であ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 基準 

総則 素 材 ・ 色

彩 

主要材料は木材とし、地色は茶系統色、文字

は白色を基調とする。 

照明 照明は動点滅を伴わず、白色又は昼光色の外

部照明とする。 

電柱広告又は街

路灯柱 

全て掲示、掲出しないものとする。 

総合案内板 表示面積 １０㎡以内とする。 

位置 駐車場、バス停留所、市が認めた場所その他

の利用効果の高い地点で風致上の支障の少な

い位置を選定して設置する。 

壁面広告物又は

地上広告物(自己

用) 

高さ 壁面広告物を建物若しくはその他工作物に掲

示又は表示する場合は、建物の軒又は当該工

作物の最後部高を超えないものとする。地上

広告物の場合は、２．５ｍ以下 

表示面積 合計５㎡以下（同一敷地内かつ入口用地上広

告物(自己用)については１．５㎡以下） 

数量 表示内容（施設の名称、商標及び地名のみの

もの並びにそれ以外のもの）それぞれ一方向

につき１枚及び入口用１枚まで 

その他 所在地、名称、商標、営業案内等を明らかに

するため、施設敷地内に表示し、又は設置す

ることができる。 

入口用地上広告物については、施設の存在を

明らかにし、利用者の誘導を図る必要がある

場合、施設敷地内に掲出設置又は表示するこ

上記以外 当該区域が属する禁止地域等の基準及び許可地域の許可基準 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第９（第８条関係） 

１ 禁止地域における自己用広告物の適用除外要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例の規定

による区分 
項目 適用除外要件 

条 例 第 ４

条第１号 

一敷地総量 １０㎡以下 

袖看板 高さ 壁面を超えない高さ 

面積 １面２．５㎡以下かつ合計５㎡以下 

出幅 １．２ｍ以下 

壁面広告物 一壁面総量 ５㎡以下 

一般壁面

広告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、高さ５ｍ以下

かつ２階窓下、面積５㎡以下 

壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ

面積は５㎡以下（商標、ロゴ、施設

名称に準じるものに限る。） 

  ることができる。 

入口用地上広告物については、施設の存在を

明らかにし、利用者の誘導を図る必要がある

場合、施設敷地内に掲出設置又は表示するこ

とができるものとし、表示内容は屋号、施設

の種類及び地名程度に留めるものとする。 

地上広告物（非

自己用） 

用途 誘導用に限る。 

高さ ２．５ｍ以下（国道及び県道からの分岐点に

設置するものにあっては２．８ｍ以下） 

表示面積 一施設ごとに縦０．１ｍ、横０．６ｍ以下

（国道及び県道からの分岐点に設置するもの

にあっては、縦０．１５ｍ、横１．０ｍ以

下）。ただし、総合誘導看板にあっては、地

区のシンボルマーク、名称等を記入した表示

板を０．５㎡以下の範囲で付帯させることが

できる。 

設置数 １施設につき３基以下 

表示内容 施設名、距離程度に留め、営業内容、商品広

告等は表示しないものとする。 

その他 主要道路からの分岐点又は必要性が認められ

た場所以外は設置しないものとし、同一方向

に複数の施設がある場合は、統合した誘導看

板とする。 

その他広告物 全て掲示、掲出しないものとする。 

上記以外 当該区域が属する禁止地域等の基準及び許可地域の許可基準 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （注１）表示面積の合計が１０㎡以下、かつ禁止地域でないならば当該地域が属し

た許可地域の適用除外基準以下のものは許可を要しない。 

  （注２）禁止地域でないならば当該地域が属した許可地域の適用除外基準以下のも

のは許可を要しない。 

  （注３）本規定による許可は、条例第１０条の規定を準用する。 

２ 許可地域における自己用広告物の適用除外要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
適用除外要件 

第１種 第２種 第３種・第４種・第５種 

敷地総量 別表第７第１項に

掲げる基準 

別表第７第２項に

掲げる基準 

３０㎡以下 

屋上広告物 適用の除外なし

（設置禁止） 

全て許可対象 

袖看板 別表第７第１項に

掲げる基準 

壁面を超えない高さで

１面２．５㎡以下かつ

合計５㎡以下、出幅

１．２ｍ以下 

壁面広告物 一壁面総量：１５㎡以

下 

  壁面上部

切り文字

（ビル名

称等）広

告物 

高さ・面

積 

壁面の範囲に収まり、文字等囲んだ

面積は５㎡以下（商標、ロゴ、施設

名称に準じるものに限る。） 

地上広告物 高さ ５ｍ以下 

面積 １面２．５㎡以下かつ合計５㎡以下 

その他 立看板 ３枚以下 

広告幕 １枚以下 

広告旗 ５本以下 

はり紙、はり札

等広告 

１０枚以下 

条 例 第 ４

条第４号 

  表示面積１０㎡以下、かつ禁止地域でないならば当該

地域が属した許可地域の許可基準内のもので、市長の

許可を受けたもの（注１）（注３） 

条 例 第 ４

条第６号 

  地上広告物に限り、堤防及び堤防道路上面から高さ５

ｍ以下、かつ禁止地域でないならば当該地域が属した

許可地域の許可基準内のもので、市長の許可を受けた

もの（注２）（注３） 

条 例 第 ４

条第７号 

  禁止地域でないならば当該地域が属した許可地域の許

可基準内のもので、市長の許可を受けたもの（注２）

（注３） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第１０（第９条関係） 

地色の彩度の基準 

屋外広告物（壁面上部切り文字（ビル名称等）広告物を除く。）の表示１面の最大

面積を占める地色（地色の面積が表示１面の２分の１未満である場合には、表示１面

の２分の１を超える面積を構成する色）について、日本産業規格Ｚ８７２１に定める

色相、明度及び彩度の３属性の「マンセル表色系」の色相ごとに彩度を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   合計５㎡以下、出幅

１．２ｍ以下 

壁面広告物 一壁面総量：１５㎡以

下 

高さ：５ｍ以下かつ２

階窓下 

壁面上部切り文字（ビ

ル名称等）広告物は、

壁面の範囲に収まり、

文字等囲んだ面積は５

㎡以下（商標、ロゴ、

施設名称に準じるもの

に限る。） 

地上広告物 高さ：４ｍ以下 

面積：合計１０㎡以下 

そ 

の 

他 

ア ド バ 

ルーン 

適用の除外なし

（設置禁止） 

別表第７第６項に

掲げる基準 

１基以下 

立看板 別表第７第６項に

掲げる基準 

５枚以下 

広告幕 ３枚以下 

広告旗 １０本以下 

はり紙、 

はり札等

広告 

１５枚以下 

 

色相 彩度 明度 

禁止地域等 

第１種許可地域 

第２種許可地域 

第３種許可地域 

第４種許可地域 

第５種許可地域 

０．１Ｒ～１０Ｒ ８以下 １０以下 制限なし 

０．１ＹＲ～１０ＹＲ 

０．１Ｙ～１０Ｙ 

その他 ６以下 

 



 

 

備考 彩度に係る禁止地域等以外の地域区分は、別表第７で定める区分による。 

別表第１１（第９条関係） 

壁面上部切り文字（ビル名称等）広告物の彩度等の基準 

壁面上部切り文字（ビル名称等）広告物の色について、日本産業規格Ｚ８７２１に

定める色相、明度及び彩度の３属性の「マンセル表色系」の色相ごとに彩度を定め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 彩度に係る禁止地域等以外の地域区分は、別表第７で定める区分による。 

別表第１２（第１０条関係） 

許可の期間 

種別 許可の期間 

広告板類 

広告塔類 

アーチ類 

３年以内 

アドバルーン ３月以内 

はり紙、はり札等広告 ３月以内 

立看板、広告旗 ３月以内 

広告幕 ３月以内 

 

 

色相 彩度 明度 

禁止地域等 

第１種許可地域 

第２種許可地域 

第３種許可地域 

第４種許可地域 

第５種許可地域 

０．１Ｒ～１０Ｒ ８以下 １０以下 制限なし 

０．１ＹＲ～１０ＹＲ 

０．１Ｙ～１０Ｙ 

その他 ６以下 

照明 動光・点滅を伴わないもの 

 

０．１Ｙ～１０Ｙ    

その他 ６以下 

 


